	「母系制」「母性我的世界観」「世界愛」


・高群逸枝（1894－1964）「母系制の研究」著、
・近代個人主義を超えた｢母性我｣の強調と超国家主義の推進
・“弁護の余地なし”→　男性によって書かれた歴史の中で
女性の解放を助け､女性を励ました。
・自らの生活も紆余曲折の後､橋本憲三と結婚､研究に没頭
河合隼雄の　母性社会日本の病理
・人間の心には対立する原理が働いているが、その中でも父性と母性の原理の対立は､人間にとって重要である。
そして､この対立する原理のバランスの取り方によって、その社会や文化の特性がつくり出されていく。
・この二面性を踏まえて日本人の特性を考えるといろいろと見えてくるものがある。戦前、戦後の日本人、現代の日本人、特に男性について､現代日本の労働形態をこの二面性に透かしてみると､考えさせられるところがある。
・母性が「我が子はすべてよい子」と端的に表すなら､父性は「よい子だけが我が子」とその特性を示している。
母性は全ての子供を平等に扱うのに対して、父性はその能力によって切断する。父性はこのようにして強いものを作り上げていく建設的な面と､逆にそれが行きすぎて破滅に陥る面とを備えている。
・母性は全てのものを良きにつけ悪しきにつけ包み込んでしまい､そこでは全てのものが絶対的平等性を持つ。
「我が子であるかぎり」全て平等に可愛いのであり、それは子供の個性や能力とは関係のないことである。
・目先の能力に左右されずにじっくりと会社人間を育て､人生という大きな枠組のなかでその家族も含めて仕事と人生が一体であったと思うし､またそれがその時代に則していた。
現代はベンチャーの社長に代表されるように､若くても実力でどんどん仕事を切り開いていける。
IT時代に入りこれに乗り遅れた中高年は斜陽化していった。
・新たな時代に対し、たとえ古い価値観を持っていようがこの現実に立ち向かって行かなければならないと思う。でもその一方で、会社が人間の尊厳までも軽く踏みにじるその処し方はやはり問題である。長いものに巻かれろと言わんばかりに稼げるものが正しく、技術があっても地味なものはもう価値を持たないという風潮はやはり行きすぎていると言える。
・男性原理の二面性、女性原理の二面性、この両者の良き面のみを共にバランス良く用い、さらに時代によってその配分を変えていくなら､もっと仁ある社会が成り立つと思う。
遊牧のはじまりと　父系制への転換
・定住型の牧畜では増え続ける人口を維持できない。自ら草地（家畜のエサ）を求めて移動していったほうが､数倍の家畜を飼うことができる｡つまり、人口増加に対応するため移動しながらの牧畜＝遊牧へと移行した。
・最初は、定住牧畜の拠点（母系集団）から､男たちだけの小集団が遠征するかたちで､女はついていかなかった。
・次に、遠征部隊はルートを拡大し徐々に拠点に戻らなくなる→別の拠点をもつようになる｡すると､もともとは拠点にいた女も連れて行くようになる｡つまり男集団の中に母系集団の女が入るというかたちに（女移籍のはじまり）。当然、そこで子どもも生まれる｡
・そして数世代後には…女はよその集団から嫁取りするというかたちになった。
父系制に転換
・女たちは生まれ育った集団から移籍することになり､深い安心基盤は失われ､共同意識も低下する。
・女が移籍する際は「持参財」(家畜)をもって行く｡
女たちは、この持参財の良し悪しや実家の家柄により評価されることになる(扱いが変わってくる)。したがって､この持参財は（意識上は）私有財産に近いものとなる。
■｢共認充足が拠り所｣から｢モノが拠り所｣に｡
蓄財意識が芽生える。
■｢共有財産｣から｢私有財産｣への意識上の変化が生まれる。
（それまで全てのモノは集団所有＝共有であった）　↓
■男たちには､女たちからも母集団からも「豊かな生活期待」(もっと家畜を､もっと縄張りを！)がかかるようになる。結果的に集団全体が、｢自集団の利益第一｣という意識に変化する。

■そうなると…集団統合はどうなるか？
ボスをどのように決定するか？
・母系制の首雄集中婚では､女たちの評価によりボスが決定される（強者収束本能に基づく女共認＝評価）。
・しかし父系集団では、共認充足の基盤喪失と利害意識（自分にとって都合のいい男をボスにしたいという欲求）があいまって、女たちの評価が一致しない。また決定されたボスにも自然に収束できないということになる。
・また集団全体が、自集団の利益第一に染まっているため、縄張拡大能力（≒蓄財能力）が高い男が台頭する。
結果、男たちの不満→冷戦状態も生じる。

■要するに、女たちにとっても、男たちにとっても、スッキリしない状況になる。（女たちの間にも、男たちの間にも軋轢が生じており、評価共認がスンナリ成立しない）
■したがって、男同士の力関係⇒「力の原理」でボスを決定、集団統合するしかない。
■遊牧発の父系制転換は、集団統合を「共認原理」から
「力の原理」へと移行させた。　　　　　　↓↓↓
■集団全体（部族全体）が「力（財）」をいかに蓄えるかという意識に収束してゆく。　　　　　　　↓↓↓
■そして約6000年前、急激な乾燥化による飢饉が引き金となって、ついに人類初の略奪闘争＝戦争が始まった。

■「母系制から父系制への転換」、これが人類の歴史を大きく変えてしまうことになった。

・サタワル島の子育ては、独自の胎教から始まり、子どもを甘やかし､子どもの世界に放任しておく時期と、大人の世界へ仲間入りするための術を身につけさせる時期とを区別。
そのけじめはほぼ10才が目安になる｡これは、子どもの衣服によっても示される｡
しかし、両時期に一貫していることは､島社会で生きていくうえでの行動様式と技術・知識とを身につけることが重視されている面である。親たちが代々うけ継いできた有形・無形の「財産」を次世代に伝えることを子育ての目的としている。
・親たちが習得できなかった知識や｢見はてぬ夢｣を子どもにおしけることはしない｡P67
・これは典型的な農耕社会の子育て観であり､こうした態度で子供にのぞむ限り､子供を抑圧することはない。
・つまり母系制社会は､社会の階層が可変的ではなく、きわめて安定しているので､社会的な上昇志向性が生まれない。
・たくさん稼いで､偉くなりたいとか、裕福になりたいとは思わない社会である。
・流動性が少ない社会でしか母系制は成り立たないといえる｡
・出産・誕生・子育て、思春期と性、結婚と離婚、死と儀礼など、民族学的な調査がされている。
・また､社会的な規範とサタワルの人たちの行動様式、贈与や交換の象徴性など､母系制社会の構造にも踏み込んでいる。
・先進工業国との接触により､母系制社会は徐々に浸食されてきているという。(母系制社会の今後を考察中)
・聖徳太子とその子の山背王は斑鳩宮に同居､妃たちとも同棲して､その結果､一家共々抹殺された。何故なのか・・斑鳩宮における父子同居、夫婦同棲・・これは家族観念による氏族観念への挑戦であり、母系制度からの実践的な反乱である｡母系制から父系制への強引な一歩だったのだ。上宮家は、はやすぎたその観念によって自ら滅んだのかもしれない。
・（他方蘇我）蝦夷は上宮家に負けぬとも劣らぬ家と家族を擁しても､その属する氏族からは遂に自立できなかった。
・母系制度のうえに成り立つ氏族にとって､それを否定しようとする父系制による上宮家の存在は許されなかったのでは。
・聖徳太子の革新性といえば、仏教であり、憲法の制定だ。しかし母系制度の上に成立した氏族制度の否定を見逃しては､その革新性の大半を見失うでしょう｡
・（聖徳太子の先見性の本質は）本当の天皇権力とは、母系制による氏族の頂点にはなく､父系制の頂上にこそ成り立つものだ（ということを見抜いていた）。
・人々の感情がもつれてうねる物語も面白ければ、そのうねりがそのまま匂い立つような文体も素晴らしい。けれど、大庭みな子の小説の最大の魅力は宇宙的というほかないその思想にある。母系制の復活といってもいい。母を通して生命の愛（いと）しさ哀しさをまっすぐに感受しようというのだ。
・一万年前､人類は農耕とともに母系制から父系制へと移行したと言われる。すなわち、土地も女も男が所有することになってしまった。こうして、名を残すことに汲々（きゅうきゅう）とする男たちの歴史が始まったわけだ。
・それは一神教の､戦争の､テロの歴史､要するに文明という野蛮の歴史だ｡もういい加減、間違いに気づいてもいいではないか｡大庭みな子は､母というよりは女の､女というよりは鳥獣虫魚、山川草木、無生物にまで浸透した生命の論理を掲げて、そう示唆するのである。

・もちろん考古学も歴史学もそんな粗っぽい議論は否定する。
・だが、考古学も歴史学も年年歳歳、新しい。この一世紀、日本史も世界史も何度も書き直されてきた。真実の歴史などありえない。
歴史とは豊かな未来を構想するための手段にすぎない。大庭みな子の小説が人を感動させるのは、人類の過去と未来をこれまでとはまったく違った目で眺めさせるからなのだ。

・母系制の復活という必要もない。大庭みな子によれば、ほんとうは母系制が途絶えたことなど一度もないからである。人類史上、母は自明であっても父が自明であった例（ためし）はない。
・それだけでも十分な証明だが、たとえば世界的に核家族化が進行している現在､家族は結局､母を基軸に展開している。
・神道は人類救済の理想、神武天皇「八紘為宇」＝「世界の家族化」：わがたをやめは家族心を生命としており、世界の家族化を願望してやまない。しかるにそれを阻害するものに対してわが聖戦はおこされるのであるから、戦争は後をたたない。
高群　逸枝より
・氏族は、肩を寄り添って、小さな集落の中でお互いに協力して生していた。
・従って、このころ、子どもにとって存在するのは母だけで 父はわかりません。完全に母系制。 
・しかし、この母たちも今のような感性で我が子に接していたかというと、必ずしもそうではない。 子どもたちも集団の中の共有の財産で、子どもにとって、多くの父と沢山の母たちがいたのです。 
次に日本の婚姻史に出てくる形態は「妻問い婚」です。 
・大和朝廷が国を統一。 
次第に貧富の差が出来、私有財産が作られた。 
・男にとって、「我が子」である確たる証拠を欲する時代がやってきます。しかし、婚姻の形はまだ、母系制で､男も女も自分の生まれた家で生涯を過ごし、男は女のところに通う。 
・子どもは女性の「氏」を継ぐ。 
・まだ、母系制の名残を残しながら次第に家父長制は歴史に台頭してきます。 
その後、婚姻の形態は「夜ばい婚」を経て、今の「嫁取り婚」に至る。 
・そして、完全に「家」に支配される父権制へと変わっていったのです。 
・母系制から父系制への移行の中で、女たちが、そして男たちさえも「家」という力の前に押しつぶされ、「個人」が消滅していった歴史。 厳然と「体制」が仕上がっていく過程。 
・それでも、民衆の内から迸ばしるエネルギーは、権力と言えども押さえることができない。もろさわようこが言うところの「わわしいおんなたち」（たくましいと言うくらいの意味）が、イキイキと歴史の合間を縫って登場します。 
・そして、「青踏」の時代がやってきます。 
「原始、女性は太陽であった、じつに真正の人であった…」 と。
・女性は目覚め、与謝野晶子が「山は動く」と言い表します。
・その後の婦人参政権をめぐり市川房枝さんの活躍などがあって今に至ったのですが…その後の紆余曲折がありながらも、
女性も男性も次第に「性」に縛られない「人間」としての自我が確立していくはずだったのに…それなのに、なぜか、「今」はおかしい。なぜなら、「差別と区別」は違うこと明らかにしないで、ただお題目だけ唱えているような気がする。 
・上からの押しつけで、のっぺらぼうみたいな男女平等。バランスを崩して一方的な男女平等。これは気をつけていきたいと思うのですが…
・例えば女性は「生む性」としての体の構造を持っている。
 これは男性とは違う。母性は保護しなければならない、部分が多々あります。 
・何年前に登場した、「男女雇用機会均等法」「男女共同参画法」。どれも耳あたりはいいが、現実には女性に厳しい法律であることは明らかです。 
・日本では柳田國男の『妹の力』や『女性と民間伝承』がこれと似た働きをし、高群逸枝にも、古代における女の地位を高く見積もり、宗教的な傾向があったし、『青鞜』の「女人の性を崇拝せよ」にもその傾向はあった。

日本では戦後になって、谷川健一、宮田登らの民俗学者が、柳田の衣鉢を継いで女性の神秘な力を論じたことがあったが、本格化したのは1987年の佐伯順子『遊女の文化史』がエスター・ハーディングに依拠して遊女の聖性を論じてからである。
ただ多くの読者はその源泉がスピリチュアル・フェミニズムであることには気づかなかった。佐伯はその後、スピリチュアル・フェミニズム研究に手を染めかけたが、日本で本格的にこの主張を行っているのは、作家の水上洋子である。

高群逸枝　（1894～1964）
われら貧しかりしかど　二人手をたずさえて　世の風波にたえ　ついに今日にいたりぬ　いのち終わるまで　またかくてあるべし　しかしてその日きたらば　最後の一人この書を墓にもちゆき　泥土に帰さん　（逸枝）
高群逸枝（たかむれ　いつえ）は、「母系制の研究」「女性の歴史」等で、女性史学に前人未到の領域を築いた。
それには夫の理解と労苦をともにする心の支えがあった。
ふたりの故郷「火の国」熊本県水俣市にある夫婦墓にこの詩が彫られている。
『高群逸枝　霊能の女性史』　河野信子------------------

恋愛の悩みから精神の高みへ
全世界全宇宙は私自身であります。

私自身は最も荘厳なる全霊の化身で有ります。（…）

粛然たる｢愛の黎明｣／私は正に愛の、女神である。

私の胸には感激の烈しい涙が音をたてて流れている。

(『わが高群逸枝』より)

25・6歳の頃

一人の平凡な女は

地を這う虫のように愚かであるし、

一人の平凡な女は

現代人だといってはしゃいでいる。

だがまことに自覚した非凡な女は

現代を超越して現代を愛し、

生命を超越して生命を愛する

ごらん平凡な女たちは

国政に参与したいと騒いでいる

だが非凡な女は

世界の愛に参与したいと願求する。(「死の愛」四)
巫女型資質の女性⇒｢表現者｣か｢研究者｣
逸枝による女性史の研究は本居宣長の『古事記伝』の読破からはじまった。
・国学者の女性史観に注意していた。

・国学者は儒仏に対抗する関係からも日本の特殊性を重視したので､中国の父系に対して日本の母系、彼の嫁取婚にたいしてこれの婿取婚の存在を発掘しているのが特徴的であった。

・すでに少女期に読んだ有賀長雄の『大日本歴史』は、父系のゆらぎの事態そのもののように婚姻制が書かれていた。

・そのゆらぎの部分が『古事記伝』ではどこまで追求されているかが読み込みに当たっての設問であり、個体の意識界をただよっていた。このただよいのなかから、｢天啓｣のように｢多祖現象｣がひらめいた。…『古事記伝』のページをめくっているうちに、ふと古代系譜に多祖現象の多いことを発見し、これが私の母系学説を樹立する最初の鍵となったのだ。
(『火の国の女の日記』)

・1940.3.27『招婿婚の研究』を始めて２年後～資料として作ったカード破棄にあたって、「天啓的なひらめき」と書いている。
『女性の歴史』（1958年昭和33年5月に第4巻の稿がなった）では・詩人の熱意をこめて、逸枝は思い切った言葉を前面に出した。その第一は「母性我」である。

｢母性｣と｢我｣は､存在としても､対立する系を持っている｡これらの語が人の世にあっては､辺縁のにじみを持っているところで､はじめてそれ自体の両義性で成り立つ延長性を持つ。
この延長系のなかでは｢母性｣も｢我｣も、本質的な自己否定を経ている。『女性の歴史』では、この種の否定要因を内に持ってしかも、存在する現象が、ここでは逸枝独自の｢対象にむかうまなざし｣となって展開される。
・ここで核として逸枝の意識をとらえたのは｢女たちの霊能｣であった。…

……この霊能の問題こそ、無視することも、軽視することもゆるされない、まさに世界史的事実であったことをいいたい。

それはつまり、女性の霊能……はやくいえば｢神がかり｣という手段などを通じて表現されていた一種神秘的な知的能力……のことであるが、後代のひとびとは､この能力を、女性のヒステリーや、病的に発作に帰している｡それは、どうともあれ、人間の最初の文化が、この女性による霊能文化以外ではなかったことは、まぎれもないことであるというのが､私がここで指摘しようとしている問題点である｡(『女性の歴史』)
・古代に得た霊能の現実性は制度としての姫彦 (ヒメ・ヒコ) 制である。(卑弥呼とは普通名詞という説がある。日の御子、姫御子などと考えられている。)
この制度は王権の二重性といえるものであって『魏志倭人伝』には明記されている。

・原始女性の霊能の純粋なあらわれは、その属する種族の叡智の集積であり、その利害の直観であり、その生命の伸長へのするどい予感でもありえたといえよう。
・この種の能力はのちには指導者や天才の卓越した頭脳のなかに、または、世論の総合のなかにもとめられることとなるが、それぞれの段階での対社会的な性質とその価値、その権威にはなんらの優劣はないといえよう。

・こうして、女性の霊能は同族愛において発揮された一時代をもったが、それが数千年の抑圧期を経過し、あらたに世界愛において純化される未来をもつばあいにはそれは、たとえば、最近の革命的科学…放射能とか原子力とかにおいて示されたフランスのキュリー夫人、ドイツのマイトナー（中略）その他にみられたような、あのするどい直観や直覚となって、再現してくるのではなかろうか。そして、そのとき、われわれ人類は現在想像してもいないような、たとえば原子力以上の宇宙の新原理をもあいついで発見し､把握することになるのではなかろうか。…（『女性の歴史』）
水素を燃やして光っている母なる太陽－かつてわれわれの地球をその胎内から生み出したという母なる太陽－、
宇宙時代の宗教は、あるいは、ふたたび、この母なる太陽崇拝のそれへとかえるのではなかろうか。かつての原始日本人がしたように、宇宙時代の大衆もまた峠のホコラから母なる太陽を遥拝し、宇宙の神秘に徹するひとときを毎朝夕もつことになるのではなかろうか。そこには、また、
科学と宗教との一致する世界が高度な形で再現するのではなかろうか。（『女性の歴史』）
まだ、特別なまとめとはならないがUPさせていただくことととする。今のこの時に個人的にも、周りの人たちのことを見聞きするにつけても、必要な視点があると思えてならない。
高群逸枝、橋本憲三夫妻の偉業、稀有な夫婦としての生き方、私自身の不思議な出会いと再会もあわせて｢今｣としたい｡

2013.10.吉日､捨てられたはずの『女性の歴史』上下巻を､虫喰いながらも何とか再読可能な状態で発見。この順も縁なり。
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以上皆みな様からの学びです。ありがとうございます。2011.1.21











